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ターボ機械協会ニュース

＜第73回ターボ機械協会 総会講演会講演募集＞

主　　催：（一社）ターボ機械協会
共　　催：（一社）日本機械学会
開 催 日：平成27年5月8日（金）
会　　場：東京大学　生産技術研究所

〒153-8505 東京都目黒区駒場4-6-1
講演申込：
E-mailまたはFAXにて「第73回ターボ機械協会　総
会講演会　講演申込」と明記の上、①題名、②講演
者名、勤務先名（連名の場合は講演者に※）、③連絡
先、勤務先、電話、E-mail、④概要50字以内（必須）
を記載の上、ターボ機械協会までお申し込み下さい。
折り返し執筆要領を送付します。

申込先：E-mail：turbo-so@pop01.odn.ne.jp
TEL：03-3944-8002

テーマ：ターボ機械に関するもので、ターボ機械協会
での既発表のものも可とします。
メーカーおよびユーザーによる新技術の紹介
を歓迎します。
講演１名１題限り、講演時間は20分（討論時
間含む）程度、前刷原稿はオフセット印刷、
原稿枚数は1,443字詰め用紙に６枚以内（図表
を含む）とします。

講演申込締切：平成27年2月13日（金）
前刷原稿締切：平成27年3月27日（金）

〔表紙写真説明〕
キャビテーション壊食面の形状近似手法の開発とCFDへの展開

表紙用写真を募集しています。
掲載期間は１月～12月の１年間です。受付は常時受付けております。適切なもの
がありましたら御提供下さい。年度毎の採択は9月の定例理事会で行います。
連絡、問い合わせ先：TEL.03-3944-8002（編集理事委員会）

流体機械においては、キャビテーションや固体粒子の衝突によ
り表面に壊食が生じる場合がある。ポンプ羽根車のキャビテーシ
ョンの壊食の写真を例示する。壊食現象のメカニズム解明および
予測手法の開発は重要な技術課題であるが、それと共に、既に損
傷を受けた機械の健全性の評価も重要である。この課題に対し、
簡便に損傷形状を再現し、流体解析や構造解析を実施できれば健
全性を評価しやすい。このような観点で、壊食の三次元形状を近
似的に表現する手法を開発した。金属のキャビテーション壊食で
しばしば観察される梨地状の多孔質表面を再現するため、初期状
態では平坦な表面を有するソリッドモデルをランダムに発生させ
た多数の球面群でくり抜く操作を行った。生成された近似壊食面
に対し、数値流体解析を実施し、近似壊食面の存在によって複雑
な渦が発生する状況を確認した。図中のポンプ羽根車の壊食写真
は、当協会、キャビテーション研究分科会のご提供による。

（資料提供：㈱荏原製作所）


